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›：お待たせいたしました。本日はご多用のところ、株式会社荏原製作所、2025 年 12 月期決算

および新長期ビジョン中期経営計画説明会にご参加いただきまして、誠にありがとうございます。 

定刻となりましたので、ただ今より会を始めさせていただきます。本日の 15 時 30 分に決算関連

の書類を東証のプラットフォームならび当社ホームページに開示しております。そちらもご覧いた

だきながら、ご参加いただきますようお願い申し上げます。 

私どもの出席者をご紹介いたします。代表執行役社長、細田修吾でございます。 

⇔ ：細田です。よろしくお願いいたします。 

›：精密・電子カンパニープレジデント、南部勇雄でございます。 

：南部です。よろしくお願いいたします。 

›：エネルギーカンパニープレジデント、宮木貴延でございます。 

ẋ ：宮木です。どうぞよろしくお願いいたします。 

›：建築・産業カンパニープレジデント、永田修でございます。 

ֶ ：永田です。よろしくお願いいたします。 

›：インフラカンパニープレジデント、太田晃志でございます。 

：太田です。よろしくお願いします。 

›：環境カンパニープレジデント、山田秀喜でございます。 

╦ ：山田でございます。本日はよろしくお願いします。 

›：CFO、渕田徹也 IR 担当執行役でございます。 

：渕田です。よろしくお願いします。 

›：司会は、IR・広報統括部、落合が務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

本日のスケジュールでございますが、決算概要を CFO の渕田より、続けて、今期の見通しを社長

の細田より説明させていただきます。質疑応答を挟んだ後、決算および今期見通しに関するご質問
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をお受けいたします。質疑応答の後、あらためて社長の細田より新長期ビジョン中期経営計画につ

いてご説明し、再度、皆様からのご質問をお受けいたします。なお、終了時刻は 18 時 30 分を予

定しております。また、本日の会議の内容は Zoom のオンデマンドにて聞くことができます。詳細

は、会議終了後にメールにてご連絡いたします。 

それでは、渕田より説明に入らせていただきます。 
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：IR 担当執行役 CFO の渕田です。まず初めに、今回の本決算におけるポイントに関して、ご

説明させていただきます。 

2025 年度の業績は、受注、売上、営業利益から当期利益まで、いずれも前年度を上回り、5 期連

続の最高業績更新となりました。3 カ年の中期経営計画 E-Plan2025、この最終年度として順調に

推移した 1 年であったと捉えております。 

売上は、全セグメントで増収、営業利益は精密・電子、環境、インフラが増益、さらには建築・産

業で前期に計上したのれんの減損損失が、今期は生じなかった影響もあり、全社で増益となりまし

た。 

2026 年度の業績予想に関しましては、6 期連続となる最高業績の更新を目指してまいります。配

当につきましては、配当性向 35%以上の方針に基づき、2025 年度の 1 株当たり年間配当を 59 円

に引き上げ、2026 年度は 66 円を計画しております。自己株式の取得につきましては、2025 年度

200 億円の取得に続き、2026 年度は 100 億円を上限とする自己株式の取得枠を設定いたしまし

た。 

以上が今回の決算の概要になります。 
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それでは、決算の詳細説明に入ります。 

 

5 ページ目をご覧ください。2025 年度の通期の連結業績を対前年実績で比較して、ご説明しま

す。受注は 9,496 億円、売上は 9,582 億円、営業利益は 1,138 億円、親会社の所有者に帰属する当

期利益は 766 億円となりました。前年 11 月公表の計画値に対して、全項目で上回る着地となって

います。 
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続いて 6 ページ目です。セグメント別の決算サマリーです。 

受注につきましては、エネルギーセグメントの減少を環境や精密・電子の受注がカバーし、前期比

では 891 億円の増加となっております。売上につきましては、全てのセグメントが堅調で、前期

比で 916 億円の増加。営業利益につきましては、エネルギーを除くセグメントが増益で、前期比

で 158 億円の増加となりました。 
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こちらに示しましたのは、営業利益に関する前期からの利益増減分析です。増減の大きな要因は、

売上と固定費によるものです。その他一過性要因として、建築・産業で前期に計上したトルコの

Vansan 社に係るのれんの減損損失が今期は発生しなかったことなどがあります。 

 

続いて 8 ページ目です。地域別売上収益構成です。海外売上構成比率は、右側円グラフのとおり

で、ほぼ 3 分の 2 が海外売上になっております。国内、海外の構成比は前期とほぼ変わっておりま

せん。 

左の棒グラフは、上段が 2025 年度、下段が 2024 年度を示しています。増加の多い地域では、台

湾、韓国、その他アジアですね。これは精密・電子の影響により売上が大きく伸びております。そ

の他の地域はスライドのとおりです。 



 
 

 

9 
 

 

これ以降、セグメント別の業績の説明に入ります。 

 

10 ページ、精密・電子セグメントです。受注、売上、営業利益、いずれも前期比で増加となりま

した。半導体市場は、生成 AI 向けの需要が拡大し、グローバル大手の顧客においては、一部の工

場稼働率が改善しています。増産投資の本格的な再開は、当初の想定より遅れていましたが、

2025 年度の末から一部回復が見られています。 
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また、中国市場は従来の勢いから多少の落ち着きは見られるものの、一定の市場規模を維持してい

ます。受注、売上は、CMP、コンポーネントの両市場での需要回復により、製品、サービス&サポ

ートともに増加となりました。 

営業利益については、増収効果が大きく、案件ミックスやサービス&サポート比率の低下による収

益性の低下をカバーして、全体としては増益となりました。 

 

次に 11 ページです。受注と売上について、精密・電子全体とコンポーネント、CMP の単独四半期

推移の 3 カ月ごとの推移を示しています。第 4 四半期の受注については先ほど申し上げたとおり、

グローバル大手顧客による増産投資の動きを背景に、大幅に増加しました。売上については、

CMP で一部遅延していた案件の検収が 4Q に集中したことにより、大幅な増収となりました。 
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次に 12 ページご覧ください。精密・電子セグメントの四半期ごとの売上推移について、製品のう

ち、メモリとのノンメモリの構成比をお示ししています。2025 年度の上期は、ロジック/ ファウン

ドリ中心の売上構成でしたが、下期はメモリ比率が 30%前後まで上昇しており、HBM 系を含む

DRAM 需要の回復が寄与しています。 
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13 ページをご覧ください。エネルギーセグメントです。受注は、前期比で減少。売上は増加した

ものの、営業利益は減少しております。市場環境については、ダウンストリーム市場の石油価格お

よび北米の LNG 案件における顧客の投資マインドは回復傾向にあります。 

そのような中、受注は製品やサービス&サポートがいずれも減少したことにより、前期を下回りま

した。一方で、売上は製品が減収となったものの、サービス&サポートが堅調に推移し、増収とな

りました。 

営業利益につきましては、増収効果があったものの、固定費の増加や前期に計上した土地の売却益

等が今期はなかったことにより、減益となりました。 

 

14 ページ目をご覧ください。建築・産業セグメントです。受注、売上、営業利益はいずれも前期

を上回りました。日本、欧州、それから中東では GDP の成長は回復傾向ですが、その他の地域は

弱含みとなっております。そのような中で、受注は海外が減少したものの、国内のサービス&サポ

ートがカバーして、全体では増加しました。海外では北米のデータセンター向けポンプなどの受注

が堅調に推移したものの、中国で減少しました。 

売上については、国内ではサービス&サポートが好調で増収となりました。海外では、中国の建設

設備市場が低迷したものの、北米のデータセンター向けや中東、欧州は堅調でした。営業利益は、

中国の減収影響や貸倒引当金の計上がありましたが、好調な国内 S&S 事業や、前期に計上したの

れんの減損損失がなくなったことにより、増益となっています。一過性要因を除くと、実質的にほ

ぼ横ばいという結果でした。 
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続いて、15 ページ目をご覧ください。インフラセグメントです。受注、売上、営業利益はいずれ

も前期は回りました。国内では、国土強靱化 5 か年加速化対策により、ポンプ設備の更新、補修に

対する需要は引き続き堅調に推移しています。 

国内では、大型案件を複数受注したほか、海外では、北米と南米で大型水インフラ案件を受注しま

した。豊富な受注残の消化が順調に進み、増収増益となりました。 
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次に 16 ページをご覧ください。環境セグメントです。受注、売上、営業利益はいずれも前期を上

回りました。受注は延命化および長期包括の大型案件を 4 件受注したことにより、前期を大きく上

回りました。売上は延命化とメンテナンスを中心に、オペレーション&メンテナンスの売上が増

加。それから、営業利益は主にオペレーション&メンテナンスのミックスの変化と、EPC の完工案

件のコンティンジェンシーの戻し入れ等により増益となりました。 

2025 年度の業績に関する説明は以上です。 

 

⇔ ：ここから先は、細田です。私が説明いたします。2026 年度の業績予想について、ご説明さ

せていただきます。 
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資料の 18 ページをご覧ください。2026 年度のセグメント別の事業環境の認識について、私どもは

このように考えているという認識です。 

まず、精密・電子の分野ですが、WFE、Wafer Fab Equipment の市場成長を 10%以上の拡大基調

と想定しております。生成 AI 向けの半導体の需要は引き続き拡大基調で、ロジック/ ファウンド

リ、それからメモリのいずれもお客様の投資の拡大を見込んでいます。お客様の工場の稼働率も、

先端デバイスを中心にして、非常に高いレベルで推移すると見込んでおります。 

続いて、エネルギー市場です。エネルギーにおきましては、重要市場の LNG で 6%程度の成長

率、それから、エチレンの市場では 3%程度の市場成長を想定しております。製品分野では、中国

にやはり減速感が見られますが、LNG の市場では特に北米で、お客様の投資マインドが回復傾向

にありまして、全体で見れば堅調に推移すると、そのように見ております。 

続いて、建築・産業のセグメントですが、だいたいグローバルで 2%程度の成長を見込んでおりま

す。地域で濃淡がありますが、引き続き北米中心のデータセンター市場が堅調に推移していくと考

えています。日本国内におきましては、建設コストの高止まりの影響などもあって、前期と横ばい

を想定しております。 

インフラ、環境セグメントが対面する国内市場もほぼ横ばいで、安定的と捉えております。 
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19 ページ目をご覧ください。先ほど申し上げました事業環境の認識を踏まえまして、2026 年度の

当社グループの業績予想をこちらに示すとおりと考えております。 

受注は 1 兆 700 億円、売上は 1 兆 200 億円と、いずれも初の 1 兆円台のトップラインの大台を超

える計画にしております。営業利益は 1,250 億円で増収増益、営業利益率は 12.3%、ROICは

12.0%、ROEは 16.5%の水準を予想しております。 
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次のページ、20 ページです。セグメントごとの業績予想についてご説明させていただきます。 

受注につきましては、精密・電子、エネルギー、建築・産業の 3 セグメントが増加する見込みで

す。特に精密・電子では、市場の回復を確実に取り込み、前年比 30%以上の受注増加を計画して

います。売上につきましては、精密・電子による受注増と、建築・産業での国内外の底堅い需要を

取り込むことで増収を計画しています。 

なお、これまでコーポレートプロジェクトとして推進してまいりました水素関連事業につきまして

は、今年度、2026 年度より一部の体制を見直しておりまして、これまで SBU（戦略的ビジネスビ

ジネスユニット）として展開していたコーポレート管下で展開してきました組織の一部をエネルギ

ーセグメントに統合しまして、受注から出荷に向けた各プロセスをエネルギーセグメントの中で行

っていくことによって、効率的な運営を図ってまいるように体制の変更を行っております。 

営業利益については、次のページでご説明させていただきます。 
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21 ページをご覧ください。2026 年度の営業利益予想 1,250 億円につきまして、前年、終わった期

の 1,137 億円からの営業利益の増減要因をご説明する図でございます。 

セグメント別の増減になります。増益寄与として大きいのは、やはり精密・電子です。建築・産業

につきましては、国内のサービス&サポートの強化に加え、海外の売上寄与により増益となる見込

みです。 

減益を見込むのがエネルギーと環境です。エネルギーにつきましては、売上が減少することに加え

まして、先ほど申し上げましたとおりの水素事業の一部が、このコーポレート管下からエネルギー

セグメント管下に移管することに伴いまして、固定費の増加などが見込まれます。それが原因で減

益となる見込みです。 

環境につきましては、25 年度、終わった期の営業利益水準が一過性要因によって、例年より高か

ったこともありまして、その影響による減収に加え、減価償却費が増えたり、研究開発費が増加す

ることによる減益となる見込みの計画でございます。 
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次のページ、22 ページをご覧ください。株主還元に関するページです。まず、配当につきまして

は、連結配当性向 35%以上という方針を掲げてまいりましたが、2025 年度の 1 株当たりの年間配

当金は、前回の予想から 3 円引き上げまして、前年比 1 株当たり年間 4 円増配の 1 株当たり 59 円

とする予定です。 

さらに 2026 年度、今年度につきましては、増益の計画に基づきまして、25 年よりさらに 7 円増

配となる、1 株当たり年間 66 円を計画しております。 

昨年度 200 億円の自己株式の取得を行いましたが、それは年度内に完了し、この度、これらの自

己株式を消却することを決議いたしました。併せて、本日の取締役会におきまして、新たな自己株

式の取得枠の設定を決議しております。今回の取得枠は上限を 100 億円としまして、期間は本日

から年内の 12 月末までとなります。自己資本水準の適正化を図りつつ、中長期的な株主価値の向

上に努めてまいります。 

私からの説明は以上でございます。ご質問をお受けしたいと思います。 
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